
米山ニコニコ 小西 15,000円 

         横瀬           10,000円 

              船津、匂坂、桐ケ谷   各 1,000 円   

財団ニコニコ   匂坂、桐ケ谷        各＄10 

 

本日の進行（18:30） 
土屋慈恭氏 

神武寺住職・大正大学講師 
「神武寺について」 

―次回のお知らせ― 
3月 22日(12:30) 

（チャペル） 
守屋大光氏 

森戸神社宮司・元葉山町長 
「森戸神社の縁起と行き会

い祭り」 

E-mail: zushirc@sage.ocn.ne.jp 

Website:http://www.zushi-rc.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 先日、東京国立博物館の平成館で開催さ

れた「仁和寺と御室派のみほとけ」の特別

展に行ってまいりました。仁和寺は京都の

代表的なお寺ですが、宸殿も五重塔も講堂

も観音堂も非公開でなかなか見学するこ

とはできません。国宝の阿弥陀仏如来坐像

はじめ、国宝級の絵画、書跡、彫刻、工芸品も多く伝わってい

ます。今回の特別展は仁和寺の観音堂の修復に合わせ企画され

ました。同時に真言宗御室派の多くの寺院からの秘仏の出展も

あり、素晴らしい展示会となっています。国宝では、12 セン

チの小さな薬師如来坐像、空海が唐で書写し持ち帰った「三十

帖冊子」、高倉天皇の御真筆の手紙などがあります。現在、解体

修理中の観音堂は僧侶の修行の場で非公開ですが、その観音堂

をそっくり再現、三十三体の仏像を展示し、また堂内の壁画を

高精度画像によって再現し、見事なものでした。普段目にする

ことが出来ない地方の秘仏も多く展示され、中でも手が本当に

千本ある大阪の葛井寺の「千手観音像」（国宝）は、江戸時代の

出開帳以来、東京での初公開でした。その多くは平安時代、鎌

倉時代に作られました。 

仁和寺の庭では御室桜が有名です。宇多法皇の背丈に合わせ

剪定された背の低い桜です。その他八十八か所のミニ版巡礼の

道もあり、一時間半くらいで回れます。 

 

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出席報告】 会員数 51 名（出席免除 4 名） 

       出席者 32 名 出席率 64.00% 

表彰 

第24回米山功労クラブ 

特別寄付金累計が 100 万

円を超える毎に表彰される 

 

3.11 ALL＝逗子Movement. Vol.7 

「共に生きる」献花・鎮魂ブースを担当 

村松会長の時間 報  告 

 No.33 2018 年 3 月 15 日 

例会日 

第 1･2･4木曜日 12:30 

第 3木曜日  18:30 

第 5木曜日  18:00 

例会場：「カンティーナ」 

逗子市新宿 1-3-15 

TEL：046-870-6440 

事務所：逗子市桜山 6-3-29 

TEL＆FAX：046-873-0226 

会 長◆村松 邦彦 

会 長 ｴ ﾚ ｸ ﾄ◆山本 由夫 

副会長◆松井 一郎 

    藤吉 一哉 

幹 事◆匂坂 祐二 

ＳＡＡ◆橘 武 

会 計◆岡本 久 

直前会長◆菊池 尚 

会報委員長◇宝子山 泰久 

匂坂幹事 到着物：ガバナー月信 3 月号 

週報：横須賀 RC、横須賀西 RC 

逗子市・地域関係：お知らせ：「3・11 メモリアルデー献花

台ブース」回覧をまわします。9 時～16 時の間で、お

手伝い出来る時間帯をお知らせください。 

その他：「台湾東部地震への義援金の協力依頼」がガバナー

事務所より届いております。本日も、募金箱を回します

ので、目安として一人 500円以でお願い致します。 

委員会報告 矢部（房）地区研修協議会実行委員長：本日、

例会後に、実行委員会を開催致します。お時間のある方、

是非ご参加下さい。その後、部会の委員長さんに残って頂

き、更に打ち合わせを行いたいと思います。 

会員 22 名交代で参加。東日本大震

災 7 年目となる今年も、多くの方が

献花台に花を添えてくださった 

mailto:zushirc@sage.ocn.ne.jp


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考え方の原点は「横須賀を是非、有名にする！」と言うことで「マスコミ」を非常に上手く活用して、TV の番組、コマー

シャルで横須賀を取り上げてもらう作戦を立てていました。 

平成 10 年に観光課に配属された時は事業がなく、職員にも覇気がなく、これではダメだと思い、職員全員と話し合い、観光課の

改革に乗り出しました。つまり、「やる気を興させる」です。そこで平成 10 年に「日米親善ベース歴史ツアー」を企画しました。

この企画で職員が少しずつやる気を出し、服装にも変化を与え、冬場はスカジャンを着て、色んな場所へ出向いて行ったのです。そ

して平成 11 年 5 月 20 日に「カレーの街よこすか」を立ち上げました。何故かと言うと横須賀は昭和 19 年、20 年その頃は兵隊

さんや軍属の方が 19 万人もいました。何か横須賀市のお土産の開発をしたいと思っていたところ、自衛隊の方から「呉と舞鶴は肉

じゃが論争をしているが横須賀も何か町作りに食べ物でやったらいいんじゃないの？」と言うことで早速、自衛隊の方から「横須賀

はカレーでいいんじゃないの。」となり、市長も議会で「横須賀はカレーで華麗に町おこし。」と発言し、急速に流れが固まったので

す。そこで各マスコミに事前連絡し、5 月 20 日に発表しました。 

カレーが何故いいのかと言うと日本の２大国民食です。ラーメン、カレーは主食になり、マスコミを上手く活用することで横須賀

＝カレーを定着させることができました。 

マスコミの中でも NHKが一番重要であり、全国ネットはとても大切です。NHK に取材を受けると民放にも呼んでもらえます。 

次に「海軍カレー」はどうして海軍がカレーを使用したかに注目しました。当時はカレーが、かっけ対策になったという栄養面から

と歴史を紐解くとイギリスに学ぶことが多く、そのイギリスがカレーを食べていたので軍隊食となったのです。 

戦争が終わって、横須賀から兵隊さんが故郷に帰って作ったカレーが、全国に広まったということで「カレー発信をした街だ！」

と言う街つくりを組んでそのヒット商品を「海軍カレー」と

しました。歴史を上手くストーリーにし、マスコミを利用し

て商工会議所、海上自衛隊と横須賀市で三位一体となりアピ

ールしてまいりました。 

 

 

 

 

 

村松君…今日は寒い。寒暖の差気をつけて。青木様よろしく。 

匂坂君、三宅君、藤吉君、船津君、山口君、湊屋君、矢部（房）

君、草柳君、宝子山君、大野君、森澤君、清水（惠）さん… 

青木様本日は宜しくお願いします。 

橘（武）君、松井君…青木様、カレーの話楽しみです。 

毛利君…寒いですね。風邪に注意。 

安藤君…下田で厄落しをして来ました。 

矢部（光）君…青木猛様卓話楽しみです。暦の上では啓蟄だが

春はまだ遠し、寒い！ 

臼井君…家内の誕生日、結婚記念日を頂いて。 

山本（由）君…いよいよ来週は PETS です。おしりに火がつい

て来ました。 

桐田君…寒くつめたい雨、風邪ひきそうです。 

服部君…青木様宜しくお願いします。今日は国際女性 DAY です。 

中根君…雨は嫌いですが、花粉が飛ばないのはうれしい。 

小西君…春はもうすぐですね！早く暖かくなって欲しいですね！ 

桐ケ谷君…今日父の命日です。早いものです。大変皆様にお世

話になりました。 

横瀬君…3.11 近いです。今日はこれから福島に行きます。 

 

ニコニコＢＯＸ 本日合計  ￥３７,０００   累計 ￥１,３４８,５００ 
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卓話「カレー街 横須賀の街づくり」 元横須賀市職員・神奈川新聞主催塾長 

青木 猛氏 

青木 猛（カレー課長）のプロフィール 

昭和 25 年 12月 4 日生の 67 歳。 

平成 2 年  横須賀市職員部事務管理課（人事課）研修係長 

平成 7 年  企画調整部企画調整課 主幹（管理職） 

平成 10 年 経済部観光課長 

平成 17 年 経済部副部長 

平成 18 年 経済部副部長兼務商工振興課長 

平成 20 年 追浜行政センター館長（上席課長） 

平成 23 年 横須賀市役所退職 

現在は YRP（横須賀リサーチパーク）にて研修コーディネート。 

お持ち頂いた横須賀海軍カレーに関する沢山の記事 

担当：小西 一知 


